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電
信
か
ら
電
話
へ
の
発
展

オ
オ
カ
ミ
は
鳴
声
で
遠
方
の
仲
間
と
交
信
す

る
能
力
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
も
様
々
な
周

波
数
帯
の
音
声
で
仲
間
と
複
雑
な
情
報
を
交
換

し
て
い
る
。
ミ
ツ
バ
チ
も
羽
根
の
動
作
で
仲
間

に
エ
サ
の
あ
る
場
所
を
伝
達
し
、
ア
リ
は
体
内

か
ら
化
学
物
質
を
放
出
し
て
仲
問
と
通
信
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
通
信
は
人
間
に
特
有
の
能

カ
で
は
な
い
が
、
地
球
の
裏
側
と
か
宇
宙
の
彼

方
と
い
う
遠
方
ま
で
通
信
で
き
る
能
力
は
人
間

の
み
が
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
間
の
通
信
の
特
徴
は
音
声
以
外
の
手
段
を

利
用
し
た
こ
と
で
、
狼
煙
、
太
鼓
、
早
馬
な
ど

が
開
発
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
が
訪
問
し
た
ア
マ

ゾ
ン
川
源
流
域
に
生
活
す
る
先
住
民
族
は
木
製

の
二
種
の
太
鼓
（
図
1
)
に
よ
っ
て
相
当
複
雑

な
情
報
を
特
定
の
人
間
に
伝
達
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
周
囲
は
人
間
が
生
活
し
て
い
な
い
森
林

地
帯
で
騒
音
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
数
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
彼
方
ま
で
連
絡
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
通
信
能
力
が
一
気
に
飛
躍
し
た
の

は
電
気
通
信
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
最

初
は
有
線
通
信
で
あ
り
、
十
八
世
紀
末
期
に
原

型
が
開
発
さ
れ
、
十
九
世
紀
前
半
に
実
用
に
な

る
手
段
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
急
速
に
世
界
に

普
及
し
、
陸
上
に
電
線
を
敷
設
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
十
九
世
紀
中
頃
に
は
ア
メ
リ
カ
人
実
業

家

s
．
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
執
念
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ア
メ
リ
カ
を
連
結
す
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
ま

で
実
現
し
た
（
図
2
)
。

さ
ら
な
る
革
新
技
術
は
電
線
を
使
用
し
な
い

無
線
通
信
の
登
場
で
あ
る
。
電
波
の
発
見
は
十

九
世
紀
中
頃
で
あ
る
が
、
末
期
に
な
っ
て
イ
タ

リ
ア
人
発
明
家
G
・
マ
ル

コ
ー
ニ
が
実
用
に
な

図1 ボラ族の太鼓
11 
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こ
こ
ま
で
の
通
信
は
ア
メ
リ
カ
人
発
明
家
S

・
モ
ー
ル
ス
が
一
八
四

0
年
に
特
許
を
取
得
し

た
短
音
（
ト
ン
）
と
長
音
（
ツ
ー
）
の
組
合
せ

で
文
字
を
表
現
す
る
モ
ー
ル
ス
符
号
が
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
目
標
は
音
声
自
体
を
送
信
す
る

に
な
っ
た
。

る
無
線
通
信
技
術
を
発
明
し
、
二
十
世
紀
初
頭

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
二
千
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
電
波
を
到
達
さ
せ
る
実
験

を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
は

通
信
の
で
き
な
か
っ
た
海
上
で
も
通
信
が
可
能

図2

こ
と
で
あ
っ
た
。

一
八
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
人

科
学
者
A
.
G
・
ベ
ル
が
有
線
の
電
話
、
一
九

0
0年
に
ア
メ
リ
カ
人
発
明
家
R
．
フ
ェ
ッ
セ

ン
デ
ン
が
音
声
を
広
範
に
送
信
す
る
無
線
の
放

送
を
開
発
し
、
新
規
の
展
開
を
す
る
。

移
動
電
話
の
事
始
め

最
近
、
連
日
の
よ
う
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

「
5
G
」
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
し
、

世
界
各
国

が
実
用
開
始
の
競
争
を
し
て
い
る
。

G
は
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
世
代
）
で
、
移
動
通
信
の
発

展
段
階
を
表
現
し
て
い
る
。
途
中
の
中
継
に
は

公
衆
通
信
回
線
を
利
用
す
る
が
、
端
末
装
置
と

中
継
基
地
と
は
無
線
で
通
信
で
き
る
携
帯
電
話

の
技
術
が
進
歩
す
る
ご
と
に
、

O
G
か
ら
名
前

が
順
次
付
与
さ
れ
、
現
在
は

5
G
（
第
五
世
代
）

ま
で
到
達
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
、
大
型
の
電
源
装
置
や
発
信
装
置

を
積
載
で
き
る
船
舶
で
は
一
九
三
六
年
か
ら
無

線
電
話
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
世
界
大
戦
で
＿

時
中
断
し
た
も
の
の
二

0
0
三
年
ま
で
サ
ー
ビ

ス
が
供
用
さ
れ
、
以
後
は
通
信
衛
星
イ
ン
マ
ル

サ
ッ
ト
を
利
用
す
る
衛
星
電
話
と
し
て
維
持
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
携
帯
電
話
の
元

祖
と
な
る
公
衆
電
話
回
線
を
使
用
す
る
移
動
電

正
式
に

1
G

（第

一
世
代
）
と
認
定
さ
れ
る

一
九
四
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ル
シ
ス
テ
ム

が
無
線
の
公
衆
通
信
回
線
を
利
用
し
た
移
動
電

話
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
が
、
交
換
手
に
依
頼

し
て
相
手
に
接
続
す
る
方
式
で
あ
り
、
こ
れ
が

自
動
交
換
方
式
に
な
っ
た
の
は

一
九
五
六
年
に

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
開
始
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
大
型
の
装
羅
を
自

動
車
な
ど
に
搭
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の

段
階
は
「

O
G
（第

0
世
代
）」
と
命
名
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
以
後
、
装
置
を
小
型
に
す
る
技
術
開
発

が
進
行
し
、
一
九
七
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
モ
ト

ロ
ー
ラ
が
無
線
電
話
回
線
の
基
地
と
接
続
し
て

音
声
で
通
話
が
で
き
る
世
界
最
初
の
手
持
ち
可

能
な
携
帯
電
話
を
開
発
し
た
。
そ
れ
で
も
装
薗

は
大
型
の
書
籟
程
度
で
重
量
は
一
・
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
、
一
回
の
充
電
で
三
十
分
間
の
通

話
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
充
電
に
は
十
時
間
が

必
要
と
い
う
不
便
な
装
置
で
あ
り
、
普
及
は
し

な
か
っ
た
。

1
Gか
ら
5
G
へ
の
道
筋

話
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
の
は
戦
後
の
ア

メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
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↑
世
界
最
初
の
移
動
電
話
は
日
本
で
一
九
七
九

年
か
ら
開
始
さ
れ
、
翌
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
も

実
現
し
た
。
こ
れ
も
車
載
の
装
置
で
ア
ナ
ロ
グ

の
公
衆
電
話
回
線
に
接
続
し
て
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
五
年
に
装
置
を
肩

掛
け
に
し
て
使
用
す
る
「
シ
ョ
ル
ダ
ー
ホ
ン
」

が
登
場
し
た
（
図

3
)
。
物
珍
し
い
と
い
う
こ

と
で
筆
者
も
使
用
し
た
が
、
歩
行
し
な
が
ら
電

話
が
で
き
る
と
い
う
体
験
は
新
鮮
で
あ
っ
た
。

一
九
九

0
年
代
の
初
期
か
ら

2
G
（第
二
世

代
）
時
代
に
移
行
す
る
。
最
大
の
変
化
は
通
信
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方
式
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
移
行
し
た

こ
と
で
、
九

0
年
代
か
ら
一
般
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
も

可
能
に
な
り
、
通
信
速
度
が
増
大
し
て
画
像
の

送
信
も
可
能
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
消
滅
し
て

い
る
が
、
こ
の
技
術
を
応
用
し
て

一
世
を
風
靡

し
た
i
モ
ー
ド
も
登
場
し
、
携
帯
電
話
で
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
も
可
能
に
な
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
な
り

3
G
（第
三
世
代
）
時

代
に
移
行
す
る
。
こ
れ
も
日
本
が
世
界
に
先
駆

け
て
二

0
0
一
年
か
ら
最
初
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

5
i
 

5
i
 

250 

図5 iPhone (2007) 始
し
た
。
電
話
が
普
及
し
て
い
な
い
発
展
途
上

諸
国
で
は
、
ラ
ス
ト
・
ワ
ン
マ
イ
ル
と
い
わ
れ

る
中
継
基
地
か
ら
各
戸
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
敷
設
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
携

帯
電
話
が
代
替
可
能
で
あ
る
た
め
急
速
に
普
及

し
、
携
帯
電
話
の
普
及
比
率
は
日
本
な
ど
よ
り

高
率
で
あ
る
（
図
4
)
。

第
三
世
代
の
途
中
で
携
帯
電
話
を
激
変
さ
せ

た
技
術
が
登
場
す
る
。
次
々
と
革
新
技
術
を
発

明
し
た
天
才
S
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
「
電
話
を
再
発

明
す
る
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
発
表
し
た

「
ア
イ
フ
ォ
ン
」
で
あ
る
（
図
5
)
。
端
的
に
表
現

す
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
携
帯
電
話
に
圧
縮
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し
た
装
置
で
あ
る
が
、
人
間
と
人
間
が
情
報
交

換
す
る
と
い
う
情
報
社
会
を
人
間
と
機
械
が
情

報
交
換
す
る
社
会
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
変
化
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
二

0
1

0
年
代
に
登
場
し
た
の
が

4

G
（第
四
世
代
）

で
あ
る
。
こ
れ
は

3
G
よ
り
も
通
信
速
度
が
一

桁
増
大
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
効
果
に

よ
っ
て
携
帯
端
末
で
映
画
な
ど
動
画
を
鑑
賞
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
登
場

し
つ
つ
あ
る
の
が
、

4
G
よ
り
も
通
信
速
度
が

二
桁
高
速
の

5
G
（第
五
世
代
）
で
あ
り
、
映

画

一
本
の
情
報
を
数
秒
で
携
帯
端
末
に
伝
送
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

5
G
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
社
会
が
出
現
す

る
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
予
測
が
発
表
さ
れ
て

い
る
が
、
最
大
の
変
化
は—
O
T

（イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ズ
）
モ
ノ
と
モ
ノ
の

通
信
が
社
会
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
最

近
の
通
信
の
量
的
比
率
は
、
人
間
と
人
間
が
電

話
や
電
子
メ
ー
ル
で
通
信
す
る
比
率
は
数
％
で

し
か
な
く
、
大
半
を
占
有
す
る
モ
ノ
と
モ
ノ
の

通
信
が
仕
事
も
生
活
も
支
配
す
る
時
代
が
到
来

し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
が

5
G
で
あ
る
。

す
で
に
現
在
、
二

0
三

0
年
代
を
目
指
し
て

現
在
の

5
G
の
十
倍
の
伝
送
速
度
で
、
平
方
キ

最
後
に
、
通
信
が
社
会
を
変
革
し
た
興
味
あ

る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
十
九
世
紀
前
半
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
で
鉄
道
が
普
及
し
、
そ
れ
よ
り
高
速

の
手
段
が
な
い
た
め
、
犯
人
が
鉄
道
で
逃
走
す

れ
ば
高
飛
び
成
功
と
い
う
事
態
が
頻
繁
に
発
生

し
た
。
と
こ
ろ
が
新
規
に
登
場
し
た
有
線
電
信

を
利
用
し
、
郊
外
か
ら
ロ
ン
ド
ン
市
内
に
鉄
道

で
逃
走
し
た
犯
人
の
容
姿
が
事
前
に
警
察
に
連

絡
さ
れ
て
終
麓
駅
内
で
速
捕
さ
れ
、
電
信
の
威

力
が
世
間
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
様
の
事
態
が
無
線
通
信
で
も
登
場
し
て
い

る
。
一
九
一

0
年
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
か
ら
一
組
の
男
女
が
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
を

目
指
し
て
客
船
に
乗
船
し
た
。
夫
人
を
殺
害
し

て
逃
亡
し
た
医
師
と
愛
人
で
あ
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る

口
メ
ー
ト
ル
に
一
千
万
台
の
端
末
装
置
が
密
集

し
て
い
て
も
相
互
に
通
信
が
可
能
に
な
る

6
G

（第
六
世
代
）
の
研
究
開
発
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
五
十
年
間
の
移
動
通
信
の
歴
史
を
集

約
し
て
み
る
と
、
十
年
毎
に
通
信
速
度
が
一
桁

増
大
し
て
き
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
ど
の

そ
れ
を

よ
う
な
社
会
を
登
場
さ
せ
る
か
は
未
知
の
部
分

も
あ
る
。

察
知
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
警
部
が
高
速
の
船
舶
で

ケ
ベ
ッ
ク
に
先
回
り
し
て
逮
捕
し
た
の
で
あ
る

が
、
客
船
の
船
長
と
警
部
の
交
信
を
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
が
傍
受
し
、
犯
人
が
気
付
か
な
い
ま
ま
一

挙
手
一
投
足
が
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
携
帯
電
話
の
普
及
は
有
線

電
話
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
発
展
途
上
諸
国

が
高
率
で
あ
る
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
人
ロ
一
人
に

一
台
以
上
の
普
及
で
あ
り
、
二

0
1
0年
代
に

そ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
発
生
し
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革

命
を
発
端
と
し
て
ア
フ
リ
カ
北
部
か
ら
中
東
の

ア
ラ
ブ
諸
国
で
革
命
が
連
鎖
発
生
し
、
い
く
つ

か
の
政
権
が
崩
壊
し
た
。
そ
の
重
要
な
原
因
が

携
帯
電
話
を
利
用
し
た

S
N
S
で
の
情
報
の
伝

播
と
さ
れ
る
。

移
動
通
信
は
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）
の
一
種
で

あ
り
、
そ
の
内
部
を
往
来
す
る
情
報
（
メ
ッ
セ

ー
ジ
）
が
本
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
の

英
文
学
者
M
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
名
言
「
メ
デ

ィ
ア
は
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
」
が
示
唆
す
る
よ

う
に
、
媒
体
自
体
が
社
会
を
変
革
す
る
。
と
り

わ
け
空
間
に
固
定
さ
れ
な
い
移
動
通
信
の
変
革

威
力
は
強
力
で
あ
る
。
登
場
し
て
き
た

5
G技

術
が
ど
の
よ
う
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
か
は

注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
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